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【改訂】第 1 版（2009-03-24）
【科目】機械数理
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・2 年次
【担当教員】

平社 信人

【授業目標・教育方針】
機械システムに関わる諸問題に対し、数値計算による解析、研究、設計が実施できるよう、支配方程式の定式化、計
算アルゴリズム作成、数値計算、結果評価の数値計算手法の一連の流れを習熟する。各種数値計算手法を学ぶことに
より、数値計算ツールのユーザとして、計算ツールを効率的に使いこなす力、応用力、出力結果を正しく評価できる
力、を身に付ける。

【授業概要】
近年、コンピュータの発達は目覚ましく、また、その普及により工学分野における解析や設計、研究にコンピュータ
は必要不可欠なものになりつつある。機械工学分野に関わる数学的な諸問題を数値的に解くための有用な数値計算ア
ルゴリズムについて、そのいくつかを学習する。本講義では、機械システムの定式化と各種数値解法について学習を
行う。その詳細内容は、常微分方程式の数値解法、連立方程式の数値解法、数値積分の数値解法、関数補間、関数近
似、固有値問題、変分原理、乱数、差分法、有限要素法、などである。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：特に使用せず。
参考書：藪忠司・伊藤惇 共著：「数値計算法」コロナ社
　　　　平井慎一 著：「機械システム学のための数値計算法」　

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］期末試験：70%，レポート：30%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：機械数理）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 コンピュータと数値計算 数値計算とは、２進数、１６進数、など
第 2 回 非線形方程式 ニュートン法、直接法、区間縮小法、など
第 3 回 連立方程式 直接法：ガウス消去法、LU 分解、コレスキー法

反復法：ヤコビ法、ガウスザイデル法、SOR 法、共役
勾配法

第 4 回 数値積分 台形公式、シンプソンの公式、ガウスの数値積分法、
多重積分の数値解法、ルンゲクッタ法など

レポート

第 5 回 関数の数値補間・近似 区分線形補間、スプライン補間、双一次補間、ラグラ
ンジェの補間公式、数値微分、など
最小二乗法：直線による近似、多項式による近似、指
数関数による近似、など

第 6 回 固有値問題 運動方程式定式化、固有値と固有ベクトルの解法
第 7 回 変分原理 ラグランジェ方程式、ラグランジェの未定定数法
第 8 回 乱数 モンテカルロシミュレーション レポート
第 9 回 差分法 ラプラス方程式（１次中心差分解法）
第 10 回～第 14 回 有限要素法 １次元有限要素法（熱伝導、構造系、流体系）

２次元有限要素法（構造系、流体系）
レポート

第 15 回 期末試験
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